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第397号� 2024.３.15

参加した320人全員でのガンバローで2024春季生活闘争勝利を誓いあいました！

街頭配布したベアスポンジ
右から、伊藤洋平さん、山田隆之さん

集会の前段には、
「2024春季生活闘
争を取り巻く情勢に
ついて」をテーマに
西村智奈美 衆議院
議員より講演をいた
だきました。

決意表明の（左から）電力総連・大谷さん、
交通労連・小林さん、国公総連・石塚さん

連 合 新 潟
ホームページ

YouTubeチャンネル
『連合新潟TV』
チャンネル登録も

お願いします！

(1) 第397号 2024年３月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

３月の主な活動
 1日 中小企業団体中央会要請

 2日 第2回地協代表者会議
  にいがたユニオン定期大会

 8日 商工会連合会要請
  新潟労働局要請

 11日 知事要請

 19日 流通・サービス部門連絡会

 26日 第5回四役会議

 29日 第5回執行委員会
  　（拡大闘争委員会）

 30日 2024春季生活闘争
  　中小・地場総決起集会

価
格
転
嫁
は
進
ん
で
い
る
の
か
？

　

２
月
16
日
、
新
潟
県
庁
で
２

０
２
４
春
季
生
活
闘
争
で
の
賃

上
げ
環
境
整
備
を
目
的
に
「
新

潟
政
労
使
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

労
働
界
か
ら
連
合
新
潟
の
小
林

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
政
労
使
会
議
は
、
国
の

政
労
使
会
議
（
11
月
15
日
）
開

催
を
受
け
、
各
都
道
府
県
で
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
、
新
潟
県

は
全
国
で
５
番
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
。

　

２
月
16
日
、
新
潟
県
自
治
会

館
で
宮
﨑
政
久
厚
生
労
働
副
大

臣
と
県
内
の
若
手
労
働
者
・
使

用
者
と
の
賃
金
引
上
げ
に
関
す

る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、

労
働
者
側
か
ら
は
、
山
田
隆
之

さ
ん
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）・
伊
藤

洋
平
さ
ん
（
交
通
労
連
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

に
関
す
る
現
状
や
意
見
な
ど
を

直
接
伺
う
こ
と
で
、
今
後
の
政

策
検
討
の
参
考
と
す
る
た
め
の

機
会
で
す
。
労
働
者
・
使
用
者

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
、
各
自
の
賃
上

げ
の
状
況
・
課
題
・
取
り
組
み

に
つ
い
て
発
言
を
行
い
、
共
通

の
課
題
と
し
て
「
人
手
不
足
」

が
挙
げ
ら
れ
、
宮
﨑
副
大
臣
か

ら
は
「
人
口
減
少
が
著
し
い
新

潟
で
は
、
賃
上
げ
は
働
く
人
を

確
保
す
る
た
め
に
も
必
須
」
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
労
働

者
の
声
を
直
接
副
大
臣
に
伝
え

ら
れ
る
、
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
冒
頭
宮
﨑
厚
生

労
働
副
大
臣
よ
り
物
価
高
を
上

回
る
賃
上
げ
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
特
に
地
方
で
の
賃
上
げ
が

大
切
で
あ
る
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
花
角
知
事
か
ら
は
県
と

し
て
価
格
転
嫁
の
促
進
を
通
じ

た
地
域
経
済
活
性
化
の
共
同
宣

言
を
説
明
、
続
い
て
小
林
会
長

が
労
働
者
（
生
活
者
）
の
生
活

は
物
価
高
に
賃
上
げ
が
追
い
付

い
て
お
ら
ず
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
こ
と
、
連
合
新
潟
の
賃
上

げ
方
針
は
５
％
以
上
で
あ
る
が
、

加
盟
組
合
の
企
業
な
ど
で
は
、

労
務
費
の
価
格
転
嫁
が
す
す
ん

で
い
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
意
見
し
ま
し
た
。
経
済
団

体
、
市
町
村
会
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
の
経

済
か
ら
人
へ
の
投
資
に
切
り
替

え
る
発
想
の
転
換
が
必
要
と
の

意
見
が
あ
る
一
方
で
、
労
務
費

の
価
格
転
嫁
が
す
す
ん
で
い
な

新
潟
政
労
使
会
議
を
開
催

宮
﨑
厚
生
労
働
副
大
臣
と
の

�

意
見
交
換
会

働
く
仲
間
の
声
を
経
営
者
に
伝
え
る

�

第
36
回
新
潟
県
労
使
懇
談
会

働く仲間の力を結集し
「みんなで賃上げ。ステージを変えよう！」
2024春季生活闘争勝利！新潟県中央総決起集会を開催

　

２
月
29
日
、
連
合
新
潟
と
連

合
新
潟
地
協
は
、
新
潟
市
音
楽

文
化
会
館
で
「
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争　

新
潟
県
中
央
総
決

起
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
小
林
闘
争
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
で
は
、
物
価
高
を
上

回
る
賃
上
げ
に
よ
る
実
質
賃
金

の
プ
ラ
ス
改
善
が
必
要
で
あ
る

こ
と
、
将
来
に
わ
た
り
人
材
を

確
保
・
定
着
さ
せ
る
た
め
の
継

続
的
な
「
人
へ
の
投
資
」
が
重

要
で
あ
る
こ
と
、
２
点
の
賃
金

要
求
根
拠
に
触
れ
つ
つ
、
今
次

闘
争
が
、「
経
済
も
物
価
も
賃

金
も
安
定
的
に
上
昇
す
る
社

会
へ
と
ス
テ
ー
ジ
転
換
を
は

か
る
正
念
場
で
あ
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
で
は
、
電
力
総

連
・
大
谷
和
也
さ
ん
（
日
本
海

Ｌ
Ｎ
Ｇ
労
働
組
合
）
か
ら
、

「
電
力
関
連
産
業
は
、
能
登
半

島
地
震
に
お
い
て
、
昼
夜
を
問

わ
ず
復
旧
作
業
に
あ
た
り
、
イ

ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
う
産
業
と

し
て
責
任
を
果
た
し
て
き
た
。

組
合
員
の
貢
献
努
力
に
報
い
、

働
き
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
、
一

時
金
、
労
働
条
件
改
善
を
勝
ち

取
る
べ
く
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

交
通
労
連
・
小
林
友
洋
さ
ん

（
新
潟
交
通
労
働
組
合
）
か
ら

は
、「
交
通
運
輸
産
業
は
、
離

「全国一斉 2.22
連合アクション」

街宣を実施

２
月
22
日
、
新
潟
駅
前
で

「
連
合
ア
ク
シ
ョ
ン
」
春
季
生

活
闘
争
街
宣
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
全
国
の
地
方

連
合
会
が
一
斉
に
街
頭
宣
伝
や

デ
モ
行
進
を
行
い
、
広
く
県
民
、

市
民
に
春
季
生
活
闘
争
の
意
義

や
連
合
の
考
え
方
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
私
た
ち

の
運
動
に
共
感
い
た
だ
く
た
め

い
事
が
意
見
さ
れ
る
な
ど
、
新

潟
県
の
課
題
は
、
ど
れ
だ
け
労

務
費
の
価
格
転
嫁
が
す
す
む
の

か
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
必
要
以
上
に
物

価
が
上
が
る
こ
と
は
容
認
で
き

ま
せ
ん
が
、
労
務
費
の
価
格
転

嫁
で
の
適
正
な
物
価
上
昇
で
あ

れ
ば
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
連
合
は
、
経
済
も
賃
金
も

物
価
も
安
定
的
に
上
昇
す
る
た

め
の
経
済
社
会
へ
の
ス
テ
ー
ジ

転
換
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
前
段

の
「
新
潟
政
労
使
会
議
」
を
ふ

ま
え
、
国
会
等
に
お
い
て
も
、

賃
上
げ
の
流
れ
を
中
小
企
業
と

そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
方
々
に

波
及
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
宮
﨑
厚
生

労
働
副
大
臣
が
県
内
の
労
働
者
、

事
業
者
の
方
々
か
ら
、
賃
上
げ

の
取
り
組
み
で
す
。
街
宣
行
動

で
は
、
賃
金
引
上
げ
の
機
運
を

あ
げ
て
い
く
た
め
に
春
季
生
活

闘
争
関
連
の
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
で
は
、
雇
用
形
態

や
労
働
組
合
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
職
場
で
よ
り

良
い
働
き
方
が
実
現
さ
れ
る
よ

う
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

職
者
が
多
く
、
人

手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
る
。
２
０

２
４
年
問
題
も
迫

っ
て
お
り
、
今
次

闘
争
は
大
き
な
変

革
を
迎
え
る
中
で

の
交
渉
と
な
る
が
、

実
質
的
年
収
の
維

持
と
社
会
情
勢
を

考
慮
し
た
賃
金
水

準
の
維
持
を
２
本

の
柱
に
据
え
、
粘

り
強
く
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

国
公
総
連
・
石

塚
勝
利
さ
ん
（
全

農
林
労
働
組
合
）

か
ら
は
、「
国
公

総
連
と
し
て
も
、

昨
年
は
２
年
連
続

と
な
る
賃
金
引
上
げ
が
実
現
さ

れ
た
。
公
務
員
の
賃
金
は
、
民

間
企
業
の
賃
金
水
準
を
調
査
の

う
え
、
人
事
院
勧
告
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
と

後
押
し
し
て
い
く
。
そ
の
う
え

で
、
労
働
条
件
改
善
も
含
め
て

回
答
を
引
き
出
す
べ
く
取
り
組

　

２
月
28
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
、
第
36
回
新
潟
県
労
使
懇

談
会
を
開
催
し
、
連
合
新
潟
か

ら
新
潟
県
経
営
者
協
会
に
対
し
、

賃
上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善
や

中
小
企
業
の
賃
上
げ
に
む
け
た

公
正
取
引
な
ど
、
春
季
生
活
闘

争
に
関
わ
る
12
の
項
目
を
要
請

し
ま
し
た
。

　

経
営
者
協
会
か
ら
は
、「
県

内
の
多
く
の
企
業
で
は
人
手
不

足
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
人

材
確
保
の
た
め
に
は
賃
上
げ
を

含
め
た
『
人
へ
の
投
資
』
が
必

要
で
あ
る
。
物
価
高
の
な
か
で
、

継
続
的
に
賃
上
げ
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
む
け
、

労
務
費
、
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
上
昇
分
を
適
切
に

価
格
転
嫁
で
き
る
機
運
を
醸
成

す
る
と
と
も
に
、
企
業
が
新
し

い
価
値
を
創
造
し
、
生
産
性
向

上
、
収
益
拡
大
を
は
か
る
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
要
請
項
目
に
関

わ
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
労
使

の
認
識
に
相
違
が
な
い
」
と
の

見
解
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
に
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
懇
談
会
で
は
、
経

営
者
協
会
か
ら
は
昨
年
の
参
加

者
数
14
人
を
上
回
る
25
人
の
参

加
が
あ
り
、
報
道
関
係
の
取
材

も
多
く
、
２
０
２
４
春
季
生
活

闘
争
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
連
合
新
潟
と
各
地
協

で
は
、
経
営
者
団
体
や
行
政
に

要
請
行
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ん
で
い
く
」
と
決
意
を
示
し
ま

し
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
は
、
連
合
新

潟
地
協
青
年
女
性
委
員
会
・
嘉

瀬
祥
太
委
員
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
集
団
運
動
を
力
強
く

発
信
す
る
「
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
」
を
久
し
ぶ
り
に
行
い
、
最

後
は
、
連
合
新
潟
地
協
・
丸
山

淳
議
長
の
掛
け
声
に
よ
る
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
集
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
注
目

の
高
い
今
次
春
季
生
活
闘
争
は
、

ま
も
な
く
最
初
の
ヤ
マ
場
を
迎

え
ま
す
。
有
期
・
短
時
間
・
派

遣
な
ど
で
働
く
仲
間
を
含
め
て

み
ん
な
で
賃
上
げ
し
、
経
済
も

物
価
も
賃
金
も
安
定
的
に
上
昇

す
る
経
済
社
会
へ
ス
テ
ー
ジ
を

変
え
よ
う
！

　

集
会
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
食
品
・
日

用
品
合
計
２
３
４
点
48
・
６
㎏
、

能
登
半
島
地
震
義
援
カ
ン
パ
は

４
３
７
２
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

気
に
な
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が

あ
る
。「
不
適
切
に
も
ほ
ど

が
あ
る
！
」
宮
藤
官
九
郎
が

脚
本
を
手
掛
け
る
ド
ラ
マ
で

あ
る
。
主
人
公
が
１
９
８
６

年
（
昭
和
61
年
）
か
ら
２
０

２
４
年
（
令
和
６
年
）
現
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
物
語
。
１
９
８

６
年
、
こ
の
年
か
ら
バ
ブ
ル
景
気
が
始
ま

り
、
私
も
子
供
の
撮
影
の
た
め
に
８
ミ
リ

ビ
デ
オ
を
購
入
し
た
。
現
代
の
３
倍
ぐ
ら

い
高
額
だ
っ
た
が
、
賃
金
引
き
上
げ
を
期

待
し
て
買
っ
た
の
で
あ
る
。
２
０
２
４
年
、

日
経
平
均
株
価
が
34
年
ぶ
り
に
史
上
最
高

値
を
記
録
し
、
賃
金
引
上
げ
も
期
待
で
き

る
。
似
て
い
る
…
脚
本
家
は
鋭
い
感
覚
が

あ
る
ん
だ
な
ぁ
。�

み
の
る

２月ホームページアンケート結果発表
質問：「よく使う（よく見る）ＳＮＳは？」
　Ｘ（旧ツイッター）がこの中では比較的使われていると
いう結果となりました。その他のＳＮＳといえば、ライン
やユーチューブが思い浮かぶと思いますが、ラインは全世
代のほとんどの方が日常使われていることから、あえて選
択肢には入れませんでした。今や「いいね！」「インスタ
映え」などＳＮＳを利用しない方でも知っている用語は
多々ありますね！ＳＮＳを利用する目的は、「友達を増や
す」「情報収集や情報共有に使う」「撮影した写真や動画を
多くの人に観てもらう」など様々で、企業・団体でも「商
品・サービスや活動のＰＲ」等で利用されています。
　さて、３月の連合新潟ＨＰアンケートのお題は「老後の
楽しみ方」についてです。皆さん、連合新潟のホームペー
ジからぜひご投票ください！

　令和６年能登半島地震緊急カンパへの
ご協力ありがとうございました。
　２月29日までに1,718,584円のカンパが
寄せられました。

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会

各
部
門
共
闘
会
議
を
開
催

働
く
者
の
尊
厳
を
守
る

�

取
り
組
み
を
展
開
し
よ
う

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
が
節
目
の
第
30
回
定
期
大
会

　

２
月
16
日
、
新
潟
県
・
食
と

環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
17
回
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、

牧
野
代
表
は
、
ウ
イ
ル
ス
禍
で

活
動
が
制
限
さ
れ
た
中
で
も
、

恒
例
と
な
っ
た
親
子
で
参
加
で

き
る
体
験
型
学
習
会
を
新
潟
市

ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
２
回
開
催
で

き
た
こ
と
、
幹
事
会
で
現
地
視

察
研
修
会
を
協
議
し
た
も
の
の
、

企
画
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

　

２
月
９
日
に
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル
で
金
属
部
門
共
闘
会
議
、

２
月
14
日
に
勤
労
福
祉
会
館
で

化
学
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門

合
同
共
闘
会
議
を
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
ま
し
た
。

　

共
闘
会
議
は
、
２
０
２
４
春

季
生
活
闘
争
の
要
求
内
容
や
交

渉
状
況
な
ど
、
構
成
組
織
の
枠

と
例
年
行
っ
て
い
た
講
演
会
を

企
画
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
の
反
省
、
ま
た
次
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
動
に
近
づ

く
よ
う
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組

み
で
は
①
食
料
の
安
心
・
安
全
、

農
業
、
環
境
問
題
、
②
食
料
自

給
率
の
向
上
、
環
境
保
全
を
重

視
し
た
農
業
再
建
、
③
み
ど
り

と
水
を
守
る
、
④
組
織
の
強
化

を
越
え
て
情
報
を
共
有
し
、
相

乗
効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

他
部
門
に
お
い
て
も
、
今
後
、

順
次
共
闘
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

相
場
の
早
期
形
成
を
最
大
限

波
及
さ
せ
、「
み
ん
な
で
賃
上

げ
」
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

に
関
す
る
４
点
を
確
認
し
た
ほ

か
、
２
０
２
４
年
度
活
動
方
針
、

予
算
、
役
員
体
制
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

新
代
表
に
就
任
し
た
小
林
連

合
新
潟
会
長
は
、
新
発
田
市
内

に
あ
る
「
連
合
の
森
」
に
つ
い

て
、
環
境
を
考
え
る
点
か
ら
も

活
動
の
一
環
に
で
き
れ
ば
と
、

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

助成支援が決定した県内5団体のうち
今月は「NPO法人 サードフィールドさど」
をご紹介します。

～団体からのメッセージ～
　この度は助成金を賜り心から感謝申し上げ
ます。佐渡島の出生数は令和４年度は、219
人まで減少しました。私達は、数少ない子ど
も達が佐渡の自然に誇りを持ってもらえるよ
うな森の自然教育の拠点作りを行っています。
　この助成金で子ども達と一緒にツリーハウ
スを作ったり、島内の各地で木や竹を使った
遊具で親子で遊ぶイベントを開催するなど助
成金を有効に活用させていただきます。この
度は本当にありがとうございました。

2023年度
連合・愛のカンパ

○NPO法人�サードフィールドさど
� （助成回数：2回目）
　助成金額20万円
　佐渡市貝塚581-１
　理事長　渡邉 � 晃三

渡
わたなべ

辺 りゅうご
無所属・現職1期目

中
なかがわ

川 けんじ
無所属・現職1期目

本
ほんじょう

城 文
ふみお

夫
無所属・元職

髙
たかだ

田 あきら
無所属・現職2期目

坂
さかした

下 真
まさと

斗
無所属・新人

くまくら 隆
たかゆき

将
立憲民主党・新人

村
かわむら

川 たくと
無所属・新人

小
こばやし

林 かずたか
無所属・現職3期目

おくいずみ 稔
みのる

無所属・新人
山
やまもと

本 よしひろ
無所属・新人

上
越
市
議
会
議
員
選
挙

�

推
薦
候
補
者

�

4
月
21
日
投
開
票
・
定
数
32

村
上
市
議
会
議
員
選
挙

�

推
薦
候
補
者

�

4
月
21
日
投
開
票
・
定
数
20

佐
渡
市
議
会
議
員
選
挙

�

推
薦
候
補
者

�

4
月
14
日
投
開
票
・
定
数
21

佐
渡
市
長
選
挙

�
推
薦
候
補
者

�
4
月
14
日
投
開
票

４月の
　自治体選挙
連合新潟推薦
候補予定者

　

に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
は
３
月

２
日
、
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ

ッ
プ
で
節
目
の
第
30
回
定
期
大

会
を
開
催
し
、
35
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
主
催
者
を
代
表
し
、
佐

藤
執
行
委
員
長
が
「
に
い
が
た

ユ
ニ
オ
ン
は
こ
の
長
い
歴
史
の

中
で
様
々
な
問
題
を
抱
え
、
組

合
員
の
団
体
交
渉
等
、
連
合
新

潟
か
ら
の
支
援
も
い
た
だ
き
取

り
組
ん
で
き
た
。
現
在
、
各
労

働
組
合
で
は
春
季
生
活
闘
争
の

取
り
組
み
が
佳
境
に
入
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
皆
さ
ん
の
課
題

と
併
せ
て
同
じ
職
場
で
働
く
未

組
織
や
非
正
規
の
皆
さ
ん
の
処

遇
改
善
も
ぜ
ひ
何
と
か
交
渉
の

テ
ー
ブ
ル
に
の
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン
も

微
力
で
は
あ
る
が
、
働
く
者
た

ち
の
尊
厳
を
し
っ
か
り
と
守
っ

て
い
く
取
り
組
み
を
今
後
も
展

開
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
ユ
ニ
オ
ン
の
応
援

団
長
で
あ
る
小
林
連
合
新
潟
会

長
よ
り
「
に
い
が
た
ユ
ニ
オ
ン

の
よ
う
な
『
ひ
と
り
で
も
入
れ

る
労
働
組
合
』
の
役
割
は
年
々

増
し
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら
に

連
合
新
潟
と
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
い
た
だ
き
、
と
も
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
お
よ
び
審
議
事
項
で
は
、

２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
や
２

０
２
４
年
度
活
動
方
針(

案)

な

ど
の
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
佐
藤
委
員
長

の
力
強
い
音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
行
い
、
新
年
度
の
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。


